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彙　
　
　

報

彙　
　

報

国
語
学
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
十
八
年
度
前
期

文
学
部

国
語
学

国
語
学
講
義
Ⅲ　

音
節
構
造
と
字
余
り
論 
高　

山　

助
教
授

国
語
学
演
習
Ⅰ　

万
葉
表
記
論
（
１
） 
高　

山　

助
教
授

国
語
学
講
義
Ⅶ　

（
集
中
講
義
）
古
代
和
歌
の
字
余
り
と
詠
唱
法

（
聖
心
女
子
大
学
）
山
口
佳
紀　

教
授

国
文
学

国
文
学
講
義
Ⅰ　

源
氏
物
語
「
若
紫
」 

今　

西　

教　

授

国
文
学
演
習
Ⅰ　

中
将
姫
行
状
記 

今　

西　

教　

授

国
文
学
講
義
Ⅲ　

物
語
文
学
史
概
論 

辛　

島　

助
教
授

国
文
学
演
習
Ⅲ　

『
苔
の
衣
』
注
釈 

辛　

島　

助
教
授

国
文
学
講
義
Ⅴ　

蕉
風
俳
諧 

上　

野　

教　

授

国
文
学
演
習
Ⅴ　

『
奥
の
細
道
』
を
読
む 

上　

野　

教　

授

国
文
学
演
習
Ⅶ　

日
本
近
代
文
学
研
究

（
比
較
社
会
文
化
研
究
院
）
松　

本　

教　

授

国
文
学
講
義
Ⅶ
（
集
中
講
義
）
日
本
人
に
と
っ
て
「
異
界
」
と
は
何
か

―

古
代
・
中
世
を
中
心
に 

（
甲
南
大
学
）
田
中
貴
子　

教
授

人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論
Ⅰ　

音
訳
漢
字
と
ア
ク
セ
ン
ト 

高　

山　

助
教
授

日
本
古
代
語
史
研
究
Ⅰ　

字
音
研
究
の
諸
問
題
（
１
）

高　

山　

助
教
授

日
本
語
学
特
論
Ⅱ
（
集
中
講
義
）
古
代
和
歌
の
字
余
り
と
詠
唱
法

（
聖
心
女
子
大
学
）
山
口
佳
紀　

教
授

古
代
散
文
論
特
論
Ⅰ　

源
氏
物
語
「
若
紫
」 

今　

西　

教　

授

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究
Ⅰ　

稿
本
に
よ
る
古
今
集
遠
鏡
の
再
検
討

今　

西　

教　

授

中
世
散
文
論
特
論
Ⅰ　

物
語
文
学
史
研
究 

辛　

島　

助
教
授

日
本
中
世
文
学
作
品
研
究
Ⅰ　

『
苔
の
衣
』
を
読
む 

辛　

島　

助
教
授

近
世
文
芸
史
論
特
論
Ⅰ　

蕉
風
俳
諧 

上　

野　

教　

授

日
本
近
世
文
学
作
品
研
究
Ⅰ　

去
来
抄
の
研
究 

上　

野　

教　

授

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究
Ⅰ　

日
本
近
代
文
学
研
究

（
比
較
社
会
文
化
研
究
院
）
松　

本　

教　

授

日
本
文
学
特
論
Ⅰ
（
集
中
講
義
）
日
本
人
に
と
っ
て
「
異
界
」
と
は
何
か

―
古
代
・
中
世
を
中
心
に 

（
甲
南
大
学
）
田
中
貴
子　

教
授

論
文
指
導 

各　

教　

員
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平
成
十
八
年
度
後
期

文
学
部

国
語
学

国
語
学
講
義
Ⅰ　

日
本
語
音
韻
史
の
方
法 

高　

山　

助
教
授

国
語
学
演
習
Ⅳ　

万
葉
表
記
論
（
２
） 

高　

山　

助
教
授

国
語
学
講
義
（
書
道
）
Ⅰ　

書
写
指
導
と
書
写
実
技

（
福
岡
教
育
大
学
）
和
田
圭
壮
助
教
授

国
文
学

国
文
学
講
義
Ⅱ　

源
氏
物
語
「
若
紫
」 

今　

西　

教　

授

国
文
学
演
習
Ⅱ　

中
将
姫
行
状
記 

今　

西　

教　

授

国
文
学
講
義
Ⅳ　

物
語
文
学
史
概
論
（
続
） 

辛　

島　

助
教
授

国
文
学
演
習
Ⅳ　

『
苔
の
衣
』
注
釈 

辛　

島　

助
教
授

国
文
学
講
義
Ⅵ　

蕉
風
俳
諧 
上　

野　

教　

授

国
文
学
演
習
Ⅵ　

『
奥
の
細
道
』
を
読
む 
上　

野　

教　

授

国
文
学
演
習
Ⅷ　

日
本
近
代
文
学
研
究

（
比
較
社
会
文
化
研
究
院
）
松　

本　

教　

授

人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論
Ⅱ　

日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
の
研
究 

高　

山　

助
教
授

日
本
古
代
語
史
研
究
Ⅱ　

字
音
研
究
の
諸
問
題
（
２
）

高　

山　

助
教
授

古
代
散
文
論
特
論
Ⅰ　

源
氏
物
語
「
若
紫
」 

今　

西　

教　

授

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究
Ⅱ　

稿
本
に
よ
る
古
今
集
遠
鏡
の
再
検
討

今　

西　

教　

授

中
世
散
文
論
特
論
Ⅱ　

物
語
文
学
史
研
究 

辛　

島　

助
教
授

日
本
中
世
文
学
作
品
研
究
Ⅱ　

『
苔
の
衣
』
を
読
む 

辛　

島　

助
教
授

近
世
文
芸
史
論
特
論
Ⅱ　

蕉
風
俳
諧 

上　

野　

教　

授

日
本
近
世
文
学
作
品
研
究
Ⅱ　

去
来
抄
の
研
究 

上　

野　

教　

授

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究
Ⅱ　

日
本
近
代
文
学
研
究

（
比
較
社
会
文
化
研
究
院
）
松　

本　

教　

授

論
文
指
導 

各　

教　

員

学
会
・
研
究
室
行
事

○
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
総
会
並
び
に
研
究
発
表
会

（
二
〇
〇
六
年
六
月
四
日　

於
九
州
大
学
）

〔
研
究
発
表
〕

『
新
ス
ラ
ブ
・
日
本
語
辞
典
』
の
受
身
表
現

―

「
ゆ
る
・
ら
ゆ
る
」
を
中
心
に―

 

久

保

薗　
　

愛

清
田
儋
叟
の
儒
者
批
判

―

梁
田
蛻
巌
と
の
交
流
を
通
し
て―

 

工　

藤　

俊　

玄

江
戸
前
期
噺
本
の
方
法

―

無
邪
気
さ
へ
の
笑
い―

 

琴　
　
　

栄　

辰

「
接
吻
」
考

―
キ
リ
ス
ト
教
用
語
と
し
て
の
観
点
か
ら―

 

井　

料　

佐
紀
子

近
代
語
に
お
け
る
述
部
の
構
造
変
化
と
文
法
化 

青　

木　

博　

史

佐
賀
方
言
戯
作
の
文
末
表
現 

江　

口　

泰　

生
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〔
記
念
講
演
〕

方
言
史
と
日
本
語
史

―
『
交
隣
須
知
』
の
こ
と
ば―

 

迫　

野　

虔　

徳

○
平
成
十
八
年
度
西
日
本
国
語
国
文
学
会

（
二
〇
〇
六
年
九
月
十
六
・
十
七
日　

於
山
口
県
立
大
学
）

〔
研
究
発
表
〕

馬
琴
と
小
津
桂
窓
の
交
流 

菱　

岡　

憲　

司

○
語
文
研
究　

第
百
・
百
一
号　

迫
野
虔
徳
教
授
退
任
記
念
号　

付
百
号

記
念
総
目
次
（
二
〇
〇
六
年
六
月
発
行
）

迫
野
虔
徳
教
授
略
歴

迫
野
虔
徳
教
授
著
作
目
録

中
古
仮
名
文
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
「
ご
と
し
」
の
意
味
用
法
に
つ
い

て 

森　

脇　

茂　

秀

中
世
後
期
に
お
け
る
「
…
コ
ソ
ア
レ
。」
形
式

―

現
在
方
言
と
の
関
連
か
ら―

 

矢　

毛　

達　

之

「
お
な
じ
ぬ
れ
」・「
い
と
き
な
き
手
」
補
考

―

『
蜻
蛉
日
記
』
の
本
文
批
判―

 

今　

西　

祐
一
郎

「
女
三
の
宮
の
幼
さ
」
に
つ
い
て

―

若
菜
上
巻
の
読
み
の
試
み―

 

伊
佐
山　

潤　

子

左
馬
頭
の
指

―

『
源
氏
物
語
』
帚
木
巻
の
別
れ
話
の
裏
側―

坂　

本　

信　

道

村
雨
の
軒
端

―

『
去
来
抄
』
と
『
源
氏
物
語
』―

 

田　

村　
　
　

隆

「
頭
中
将
の
御
小
舎
人
童
」
考
そ
の
他

―

『
堤
中
納
言
物
語
』
の
本
文
批
判―

 

後　

藤　

康　

文

中
世
王
朝
物
語
に
お
け
る
「
不
義
の
子
」
の
処
遇

―

『
有
明
の
別
』
を
手
が
か
り
と
し
て―

 

宮　

崎　

裕　

子

『
さ
さ
や
き
竹
』
考

―

西
光
坊
と
そ
の
周
辺―

 

安　

川　

多　

映

「
正
し
い
言
葉
」
と
「
き
た
な
い
言
葉
」

―

川
村　

湊
氏
「
黄
表
紙
王
国
の
崩
壊
」（『
近
世
狂
言
綺
語
列
伝
』

所
収
）
を
一
読
し
て―

 

園　

田　
　
　

豊

唱
歌
と
童
謡

―

新
た
な
童
謡
史
の
た
め
に―

 

國　

生　

雅　

子

江
藤
淳
と
〈
転
向
〉
論
の
帰
趨 

山　

崎　

正　

純

沖
縄
戦
と
〈
き
れ
い
な
標
準
語
〉

―

目
取
真
俊
「
水
滴
」
へ
の
視
角―

 

松　

下　

博　

文

談
話
資
料
か
ら
み
た
福
岡
方
言
の
ア
ス
ペ
ク
ト
の
実
態二

階
堂　
　
　

整

『
隣
語
大
方
』
の
諸
本
間
関
係
再
考 

申　
　
　

忠　

均

句
接
辞
「―

が
ち
」
の
史
的
展
開 

内　

冨　

純　

江

象
徴
詞
の
「
と
」
脱
落
に
つ
い
て
の
通
時
的
考
察

川　

瀬　
　
　

卓
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音
節
構
造
と
字
余
り
論 

高　

山　

倫　

明

総
目
次

○
語
文
研
究　

第
百
二
号　

（
二
〇
〇
六
年
十
二
月
発
行
）

オ
コ
ヅ
ク
オ
ゴ
メ
ク
考

―

帚
木
巻
の
異
文
の
解
釈―

 

白　

石　

良　

夫

「
追
儺
の
除
目
」
追
考

―

『
苔
の
衣
』
補
注―

 

辛　

島　

正　

雄

漱
石
と
禅

―

「
行
人
」
の
場
合―

 

松　

本　

常　

彦

「
レ
系
指
示
詞
＋
ガ
ヤ
ウ
」
考 

熊　

谷　

政　

人

並
列
表
現
史
の
一
側
面

―

「
Ｖ
ナ
カ
ッ
タ
リ
（
ス
ル
）」
形
式
の
推
移―

京　
　
　

健　

治

○
文
献
探
究　

第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
六
年
三
月
発
行
）

《
口
絵
・
解
説
》
源
氏
物
語
歌
絵 

田　

村　
　
　

隆

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
百
鬼
夜
行
絵
巻
』（
詞
書
付
）
に
つ
い
て

古　

賀　

秀　

和

　

『
風
葉
和
歌
集
』
所
収
散
逸
物
語
に
見
え
る
「
知
ら
れ
ざ
る
子
」「
知
ら

れ
ざ
る
父
」

―

『
御
手
洗
川
』『
藤
の
裏
葉
』『
な
で
し
こ
』―

宮　

崎　

裕　

子

研
究
ノ
ー
ト
『
源
氏
物
語
』
と
子
供
の
死 

大　

木　

桃　

子

『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環
』
の
依
拠
本
文
に
つ
い
て
の
一
考
察

金　
　
　

英　

燦

望
東
尼
『
み
の
と
し
う
ま
の
と
し
』
翻
刻
と
解
題

―

『
向
陵
集
』
と
の
関
連
に
お
い
て
（
下
）―

進　

藤　

康　

子

白
井
寿
庵
書
入
『
職
源
抄
』
解
題 

田　

村　
　
　

隆

『
古
今
和
歌
集
遠
鏡
』
版
本
・
写
本
異
同
一
覧
（
下
）今　

西　

祐
一
郎

中
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
十
八
年
度
前
学
期

文
学
部
・
初
等
教
育

コ
ア
セ
ミ
ナ
ー 

竹
村　

教
授
ほ
か

少
人
数
セ
ミ
ナ
ー
「
平
安
古
訓
点
詩
巻
で
読
む
中
国
古
典
」

静　

永　

助
教
授

人
文
学
入
門 

静
永
助
教
授
ほ
か

文
学
部

講
義　

中
国
出
版
文
化
史
研
究 

竹　

村　

教　

授

講
義　

古
筆
白
氏
文
集
研
究
Ⅴ 

静　

永　

助
教
授

演
習　

『
隋
唐
演
義
』
演
習 

竹　

村　

教　

授

演
習　

千
載
佳
句
所
収
唐
詩
訳
注
Ⅶ 

静　

永　

助
教
授
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演
習　

中
国
古
代
詩
文
選
読 

劉　
　
　

教　

師

演
習　

漢
語
史
専
題
演
習 

劉　
　
　

教　

師

講
義　

中
国
語
語
音
史
研
究 

（
北
九
州
市
立
大
学
）
佐
藤　

昭　

教
授

演
習　

中
国
語
文
法
研
究 

（
言
語
文
化
研
究
院
）
西　

山　

助
教
授

中
国
語
会
話
・
中
国
語
作
文 

劉　
　
　

教　

師

中
国
語
・
中
国
語
初
歩 

岡　

村　

講　

師

人
文
科
学
府

講
義　

中
国
出
版
文
化
史
研
究 

竹　

村　

教　

授

講
義　

六
朝
辞
賦
文
学
研
究
Ⅲ 

静　

永　

助
教
授

演
習　

『
長
生
殿
』
演
習 

竹　

村　

教　

授

演
習　

文
選
集
注
Ⅴ 

静　

永　

助
教
授

演
習　

漢
語
史
専
題
演
習 

劉　
　
　

教　

師

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 
竹　

村　

教　

授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 
静　

永　

助
教
授

平
成
十
八
年
度
後
学
期

文
学
部
・
初
等
教
育

文
学
基
礎
（
後
期
） 

竹
村
教
授
・
静
永
助
教
授
ほ
か

文
学
部

講
義　

中
国
出
版
文
化
史
研
究 

竹　

村　

教　

授

講
義　

古
筆
白
氏
文
集
研
究
Ⅵ 

静　

永　

助
教
授

演
習　

『
隋
唐
演
義
』
演
習 

竹　

村　

教　

授

演
習　

千
載
佳
句
所
収
唐
詩
訳
注
Ⅷ 

静　

永　

助
教
授

演
習　

中
国
古
代
詩
文
選
読 

劉　
　
　

教　

師

演
習　

漢
語
史
専
題
演
習 

劉　
　
　

教　

師

講
義　

中
国
語
語
音
史
研
究 

（
北
九
州
市
立
大
学
）
佐
藤　

昭　

教
授

演
習　

中
国
語
文
法
研
究 

（
言
語
文
化
研
究
院
）
西　

山　

助
教
授

中
国
語
会
話
・
中
国
語
作
文 

劉　
　
　

教　

師

中
国
語
・
中
国
語
初
歩 

岡　

村　

講　

師

人
文
科
学
府

講
義　

中
国
出
版
文
化
史
研
究 

竹　

村　

教　

授

講
義　

六
朝
辞
賦
文
学
研
究
Ⅳ 

静　

永　

助
教
授

演
習　

『
長
生
殿
』
演
習 

竹　

村　

教　

授

演
習　

文
選
集
注
Ⅵ 

静　

永　

助
教
授

演
習　

漢
語
史
専
題
演
習 

劉　
　
　

教　

師

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

竹　

村　

教　

授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

静　

永　

助
教
授

学
会
・
研
究
室
行
事

○
中
国
文
芸
座
談
会

第
二
二
〇
回
（
二
〇
〇
六
年
一
月
二
十
八
日
）

「
酔
把
茱
萸
仔
細
看
」
考

―

中
国
に
お
け
る
処
置
式
の
語
法
史―

 

首　

藤　

直　

美

王
安
石
「
明
妃
曲
」
考

―
北
宋
中
期
に
お
け
る
唱
和
の
意
義―

 

田　

中　

真
紀
子

明
代
牡
丹
燈
記
と
日
本
の
幽
霊 

小　

田　
　
　

悠

元
稹
・
白
居
易
と
『
法
句
経
』
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―

「
夢
遊
春
」
詩
唱
和
を
中
心
に―

 

陳　
　
　
　
　

第
二
二
一
回
（
二
〇
〇
六
年
三
月
四
日
）

曹
植
「
贈
白
馬
王
彪
」
詩
に
つ
い
て 

栗　

山　

雅　

央

『
世
説
新
語
』
に
み
る
時
間
概
念 

小　

石　

征　

史

則
天
武
后
朝
に
お
け
る
女
性
詩
人
研
究 

川　

上　
　
　

航

周
作
人
と
江
戸
庶
民
文
芸 

呉　
　
　

紅　

華

第
二
二
二
回
（
二
〇
〇
六
年
四
月
二
十
二
日
） 

明
清
楽
と
江
戸
文
人 

中　

尾　

友
香
梨

早
期
白
話
に
お
け
る
場
所
を
表
す
疑
問
代
名
詞
の
歴
史
的
変
遷

西　

山　
　
　

猛

第
二
二
三
回
（
二
〇
〇
六
年
六
月
二
十
四
日
）

『
竇
娥
冤
』
に
お
け
る
相
反
す
る
二
つ
の
寡
婦
像 

福　

永　

美　

佳

【
特
別
講
演
】

《
紅
楼
夢
》
之
中
的
「
仍
」
字
釈
疑 

（
北
京
大
学
）
陳　
　
　

煕　

中

第
二
二
四
回
（
二
〇
〇
六
年
七
月
十
五
日
）

朱
彝
尊
と
『
全
唐
詩
』 

有　

木　

大　

輔

『
中
国
文
学
（
月
報
）』
と
中
国
語

―

竹
内
好
ら
の
活
動
を
軸
と
し
て―

 

秋　

吉　
　
　

收

銭
起
の
文
学
活
動
と
「
輞
川
集
」 

陣　

内　

孝　

文

第
二
二
五
回
（
二
〇
〇
六
年
九
月
九
日
）

唐
初
の
「
類
書
」
概
念

―

『
芸
文
類
聚
』
と
『
群
書
治
要
』
を
手
が
か
り
と
し
て―

大　

渕　

貴　

之

白
居
易
と
洛
陽
履
道
里
邸 

中　

尾　

健
一
郎

別
人
同
版
の
中
国
文
学
史
著
作

―

鄧
梅
羮
と
譚
丕
模
の
『
中
国
文
学
史
綱
』
を
め
ぐ
っ
て―

竹　

村　

則　

行

第
二
二
六
回
（
二
〇
〇
六
年
十
一
月
十
一
日
）

蘇
軾
「
和
陶
詩
」
と
そ
の
一
族 

原　

田　
　
　

愛

王
状
元
注
『
蘇
東
坡
詩
集
』
は
偽
注
か

―

南
宋
に
お
け
る
出
版
事
情―

 

甲　

斐　

雄　

一

鮑
照
「
蕪
城
賦
」
と
晩
年
の
劉
義
慶
に
つ
い
て 

土　

屋　
　
　

聡

○
第
五
十
四
回
九
州
中
国
学
会
大
会
発
表

 

（
二
〇
〇
六
年
五
月
十
三
・
十
四
日　

於
長
崎
大
学
）

韋
叢
を
め
ぐ
る
元
白
の
唱
和
詩
に
つ
い
て 

陳　
　
　
　
　

○
第
五
十
八
回
日
本
中
国
学
会
大
会
発
表

 

（
二
〇
〇
六
年
十
月
八
・
九
日　

於
大
東
文
化
大
学
）

元
白
の
交
友
を
支
え
た
女
性
た
ち

―

元
稹
の
妻
韋
叢
を
中
心
に―

 

陳　
　
　
　
　

○
日
本
人
と
漢
籍―

日
中
文
化
交
流
研
究
会

 

（
二
〇
〇
六
年
七
月
二
十
九
日　

於
九
大
文
学
部
四
階
会
議
室
）

『
王
勃
集
』
を
め
ぐ
っ
て 

道　

坂　

昭　

廣

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
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―

『
集
千
家
註
批
点
杜
工
部
詩
集
』
の
影
響―

 

太　

田　
　
　

亨

安
積
艮
斎
と
そ
の
師
承 

佐　

藤　

浩　

一

司
会 

静　

永　
　
　

健

○
公
開
講
座

社
会
連
携
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ
（
二
〇
〇
六
年
十
月
十
四
・
二
十
一
日
）

言
語
と
文
芸

―

和
漢
古
典
の
世
界―

 

竹
村
教
授
・
静
永
助
教
授
ほ
か

○
受
賞

岡
村 

繁 

名
誉
教
授　

第
65
回
西
日
本
文
化
賞
学
術
文
化
部
門
受
賞

（
二
〇
〇
六
年
十
一
月
三
日
）

研
究
室
刊
行
物

○
『
中
国
文
学
論
集
』
第
三
十
五
号
（
二
〇
〇
六
年
十
二
月
発
行
）

唐
創
業
期
の
「
類
書
」
概
念

―

『
芸
文
類
聚
』
と
『
群
書
治
要
』
を
手
が
か
り
と
し
て―

大　

渕　

貴　

之

王
維
の
輞
川
荘
「
喜
捨
」
と
宦
官
李
輔
国
の
専
横 

陣　

内　

孝　

文

白
居
易
の
青
春
と
徐
州
、
そ
し
て
女
妖
任
氏
の
物
語

静　

永　
　
　

健

論
「
圓
」
的
形
式
意
味

―

中
國
古
代
形
式
批
評
理
論
箚
記―

 

汪　
　
　

涌　

豪

『
中
国
文
学
（
月
報
）』
と
中
国
語

―

竹
内
好
ら
の
活
動
を
軸
と
し
て―

 

秋　

吉　
　
　

收

訳
注

:

『
長
生
殿
』
訳
注
（
十
三
） 

竹　

村　

則　

行

試
論
粤
方
言
「
Ｖ
到
Ｃ
」
程
度
述
補
結
構
的
歴
史
來
源劉　

　
　

子　

瑜

英
語
学
英
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
十
八
年
度
前
学
期

英
語
学

論
文
指
導 

西　

岡　

助
教
授

英
語
学
特
論
I　

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
統
語
論 

西　

岡　

助
教
授

英
語
学
講
義
II　

英
語
構
文
の
諸
問
題 

西　

岡　

助
教
授

英
語
学
演
習
Ⅰ　

In
trodu

ction
 to E

n
g
lish

 L
in

g
u
istics I

ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師

英
語
学
演
習
Ⅳ　

統
語
論
の
基
礎 

西　

岡　

助
教
授

英
語
学
研
究
I　

生
成
文
法
の
基
礎 

西　

岡　

助
教
授

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅰ　

M
orph

olog
y
 T

h
eory

 

ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師

英
作
文
I　

C
om

position
 I 

ク
ロ
ン
ツ　

教
師

英
会
話
I　

C
on

v
ersation

 I 

ク
ロ
ン
ツ　

教
師

英
会
話
I　

E
ikaiw

a 1  

ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師
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英
語
Ⅲ　

英
語
で
語
る
自
国
の
文
化

（
北
九
州
市
立
大
学
）
木　

原　

助
教
授

英
語
V 

ク
ロ
ン
ツ　

教
師

集
中
講
義　

英
語
の
構
造
性 

（
学
習
院
大
学
）
中
島
平
三　

教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学

論
文
指
導 

村　

井　

教　

授

論
文
指
導 

鵜　

飼　

助
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
I 

村　

井　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅲ　

C
h
arles D

icken
s

研
究

鵜　

飼　

助
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
II　

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
研
究

村　

井　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
IV　

R
om

eo and Juliet

研
究

村　

井　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
X　

Jan
e A

u
sten

研
究 

鵜　

飼　

助
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
XI　

T
h
om

as H
ardy

研
究

鵜　

飼　

助
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅴ　

V
irg

in
ia W

oolf

研
究―

O
rlando 

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅶ　

C
oriolanus

研
究 

村　

井　

教　

授

ア
メ
リ
カ
文
学

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅰ　

kakkak 

（
福
岡
大
学
）
大　

島　

教　

授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅶ　

�
e R

ed Badge of C
ourageク

ロ
ン
ツ　

教
師

ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
I　

 T
h
e A

m
erican

 R
om

an
ticsク

ロ
ン
ツ　

教
師

平
成
十
八
年
度
後
学
期

英
語
学

論
文
指
導 

西　

岡　

助
教
授

英
語
学
特
論
Ⅱ　

英
語
の
仮
定
法
の
諸
問
題 

西　

岡　

助
教
授

英
語
学
演
習
Ⅲ　

In
trodu

ction
 to E

n
g
lish

 L
in

g
u
istics 2 

ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師

英
語
学
演
習
V　

機
能
的
構
文
分
析 

Ⅱ 

西　

岡　

助
教
授

英
語
学
演
習
VI　

統
語
論
の
基
礎 

Ⅱ 

西　

岡　

助
教
授

英
語
学
研
究
II　

統
語
論
の
現
状 

西　

岡　

助
教
授

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅱ　

M
orph

olog
ical T

h
eory

 2

ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師

英
作
文
II　

E
n
g
lish

 C
om

position
 2 

ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師

英
会
話
II　

E
n
g
lish

 C
on

v
ersation

 2 

ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師

英
会
話
II　

C
on

v
ersation

(N
on

-M
ajors) 

ク
ロ
ン
ツ　

教
師

英
語
IV　

映
画
で
学
ぶ
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
北
九
州
私
市
立
大
学
）
木　

原　

助
教
授
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英
語
VI　

C
om

m
u
n
icatin

g
 in

 E
n
g
lish

 

ヴ
ォ
ル
ピ　

教
師

イ
ギ
リ
ス
文
学

論
文
指
導 

村　

井　

教　

授

論
文
指
導 

鵜　

飼　

助
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅱ　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
研
究

村　

井　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
IV　

Jan
e A

u
sten

論 

村　

井　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
V　

R
om

eo and Juliet

研
究

村　

井　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅵ　

O
thello

研
究 

村　

井　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅶ　

D
an

iel D
efoe

研
究 

鵜　

飼　

助
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅵ　

V
irg

in
ia W

oolf
研
究―

�
e W

aves

鵜　

飼　

助
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅷ　

C
oriolanus

研
究 
村　

井　

教　

授

ア
メ
リ
カ
文
学

ア
メ
リ
カ
文
学
講
義
Ⅱ 

サ
イ
モ
ン　

教
師

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅹ　

�
e G

reat G
atsby 

ク
ロ
ン
ツ　

教
師

ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
Ⅱ　

A
m
erican

 P
oetry

 

ク
ロ
ン
ツ　

教
師

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅳ 

サ
イ
モ
ン　

教
師

ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
Ⅷ　

J. D
. S

alin
g
er

―
�

e C
atcher in the 

R
ye 

ク
ロ
ン
ツ　

教
師

英
米
研
究　

A
m
erica in

 th
e 1960s 

ク
ロ
ン
ツ　

教
師

集
中
講
義　

酔
い
ど
れ
ア
メ
リ
カ
文
学

（
大
阪
大
学
大
学
院
）
森
岡
裕
一
教
授

学
会
・
研
究
室
行
事

十
七
世
紀
英
文
学
会
東
京
支
部
大
会　

（
二
〇
〇
五
年
十
月
）

恣
意
性
と
正
当
性
の
相
克
ー
サ
ム
ソ
ン
の
運
命
に
見
る
ミ
ル
ト
ン
の
宗
教

思
想 

江　

川　

琴　

美

日
本
英
文
学
会
九
州
支
部
第
59
回
大
会
研
究
発
表
（
二
〇
〇
六
年
十
月
）

Adam
 Bede

―
―

善
意
と
衝
動
の
相
互
依
存  

谷　
　
　

綾　

子

A Portrait of the A
rtist as a Young M

an

に
お
け
る
女
性
の
解
放

 

伊　

藤　

恵　

理

日
本
英
語
学
会
第
24
回
大
会
研
究
発
表
（
二
○
○
六
年
十
一
月
）

寄
生
空
所
構
文
に
お
け
る
認
可
の
違
い 

黒　

木　

隆　

善

『
詩
人
の
詩
人　

ス
ペ
ン
サ
ー
』(

日
本
ス
ペ
ン
サ
ー
協
会
編 

日
本
ス
ペ

ン
サ
ー
協
会
20
周
年
論
集 

九
州
大
学
出
版
会 

二
〇
〇
六
年
八
月
）

白
鳥
の
歌
『
プ
ロ
サ
レ
イ
ミ
オ
ン
』 

江　

川　

琴　

美 

『JE
L
S
 23

』（
日
本
英
語
学
会 

二
○
○
六
年　

三
月
）

受
動
名
詞
句
の
派
生
と
文
法
性
に
つ
い
て 

増　

冨　

和　

浩

『
九
大
英
文
学
』
四
十
九
号
は
今
年
か
ら
例
年
よ
り
も
刊
行
時
期
が
後
に

ず
れ
た
た
め
、
来
年
度
彙
報
に
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
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独
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
十
八
年
度
第
一
学
期

文
学
部
・
独
語
学

講
義　

ド
イ
ツ
語
動
詞
、
名
詞
、
形
容
詞
の
語
法

（
言
語
文
化
研
究
院
）
恒
川
元
行　

教
授

演
習　

ド
イ
ツ
語
基
礎
演
習 

小　

黒　

助
教
授

演
習　

ド
イ
ツ
語
作
文
Ⅱ 

ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
教
師

演
習　

D
E
U
T
S
C
H
 1 

ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
教
師

演
習　

D
E
U
T
S
C
H
 2 

ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
教
師

文
学
部
・
独
文
学

講
義　

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
論
（
４
） 
浅　

井　

教　

授

演
習　

R
obert M

u
sil: D

rei F
rau

en
 

を
読
む
（
１
）浅　

井　

教　

授

演
習　

ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
研
究
Ⅰ 

小　

黒　

助
教
授

臨
講　

ド
イ
ツ
文
化
論
：
20
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
芸
術
・
文
化

の
諸
相 

（
三
重
大
学
）
宇
京
早
苗　

教
授

人
文
科
学
府

演
習　

H
u
g
o v

on
 H

ofm
an

n
sth

al: D
er T

u
rm

 

を
読
む
（
１
）

浅　

井　

教　

授

演
習　

ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
研
究
（
１
） 

小　

黒　

助
教
授

演
習　

E
in

fü
h
ru

n
g
 in

 die L
iteratu

rth
eorie 

ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
教
師

特
研　

K
olloqu

iu
m
 

浅
井
教
授
・
小
黒
助
教
授

平
成
十
八
年
度
第
二
学
期

文
学
部
・
独
語
学

講
義　

ド
イ
ツ
語
動
詞
、
名
詞
、
形
容
詞
の
語
法

（
言
語
文
化
研
究
院
）
恒
川
元
行　

教
授

臨
講　

日
独
語
対
照
言
語
学
と
言
語
類
型
論

（
東
京
大
学
）
重
藤　

実　

教
授

演
習　

D
E
U
T
S
C
H
 1 

ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
教
師

演
習　

D
E
U
T
S
C
H
 2 

ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
教
師

文
学
部
・
独
文
学

講
義　

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
論
（
５
） 

浅　

井　

教　

授

講
義　

「
水
の
精
の
物
語
」
の
身
体
論
的
研
究

̶

歌
声
の
復
活
に
つ
い
て̶

 

小　

黒　

助
教
授

演
習　

R
obert M

u
sil: D

rei F
rau

en
 

を
読
む
（
２
）浅　

井　

教　

授

演
習　

ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
研
究
II 

小　

黒　

助
教
授

演
習　

イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
入
門 

（
福
岡
大
学
）
上
田
和
夫　

教
授

人
文
科
学
府

演
習　

H
u
g
o v

on
 H

ofm
an

n
sth

al: D
er T

u
rm

 

を
読
む
（
２
）

浅　

井　

教　

授

演
習　

ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
研
究
（
２
） 

小　

黒　

助
教
授
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演
習　

L
iteratu

rth
eorie in

 der A
n
w
en

du
n
g

ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
教
師

特
研　

K
olloqu

iu
m
 

浅
井
教
授
・
小
黒
助
教
授

学
会
・
研
究
室
行
事

○
「
九
州
ド
イ
ツ
文
学
」
第
19
号
（
平
成
十
七
年
十
一
月
発
行
）

・
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
『
チ
ャ
ン
ド
ス
卿
の
手
紙
』
に
お
け
る
言
語
の

中
の
思
考 

安　

徳　

万
貴
子

・D
as M

otiv
 des m

ittelalterlich
en

 T
oten

tan
zes in

 T
h
om

as 

M
an

n
s D

er Z
auberberg 

エ
ー
フ
ァ
・
オ
ト
マ
ー

・D
er fi

n
g
ierte K

am
pf in

 F
ran

z K
afkas R

om
an

 D
as Schloß

村　

上　

浩　

明

○
「
西
日
本
ド
イ
ツ
文
学
」
第
17
号
（
平
成
十
七
年
十
一
月
発
行
）

・
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』「
第
一
部
」「
曇
れ
る
日
・
野
」
に
お
け
る
密
や
か
な

転
換―

―

『
ヨ
ブ
記
』、『
色
彩
論
』
の
影
響―

―
 

平　

松　

智　

久

○
ペ
ー
タ
ー
・
マ
ツ
セ
ク
教
授
（
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
）
講
演
会

（
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
）

○
九
州
大
学
独
文
学
会
第
20
回
研
究
発
表
会

（
平
成
十
八
年
四
月
十
五
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
）

〔
記
念
講
演
〕

・『
美
し
い
魂
の
告
白
』
と
ヘ
ル
ン
フ
ー
ト
同
胞
教
団

伊　

藤　

利　

男

〔
研
究
発
表
〕

・
ゲ
ー
テ
晩
年
の
自
然
抒
情
詩
の
音
韻
論
と
構
造
意
味
論河　

野　

尚　

志

・
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
『
塔
』
最
終
稿
に
お
け
る
生
の
「
証
言
」

安　

徳　

万
貴
子

・
現
代
の
３
大
独
独
辞
典
の
特
色
と
効
用 

根　

本　

道　

也

○
河
出
書
房
新
社
『
道
の
手
帳
』（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
特
集
）

（
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
発
行
）

・〈
詩
作
さ
れ
て
あ
る
も
の
〉
の
射
程 

浅　

井　

健
二
郎

○
日
本
独
文
学
会
秋
季
研
究
発
表
会
／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
ド
イ
ツ
近
代
文

学
に
お
け
る
〈
否
定
性
〉
の
契
機
と
そ
の
働
き

（
平
成
十
八
年
十
月
十
五
日　

於
九
州
産
業
大
学
）

・
二
項
対
立
と
否
定
性

̶
̶

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
お
け
る
ポ
エ
ジ
ー
言
語
の
成
立
構
造

田　

野　

武　

夫

・
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の>>F

ort<<-bilden
　

̶
̶

N
atu

rpoesie

論
争
に
お
け
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
の
立
場

に
つ
い
て̶

̶
 

田　

口　

武　

史

・
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
パ
ロ
デ
ィ
ー

―
―

「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
の
ロ
ー
レ
ラ
イ
」 

小　

黒　

康　

正
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・『
あ
る
手
紙
』
か
ら
『
塔
』
へ

̶
̶

ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
に
お
け
る
否
定
性
の
契
機
と
そ
の
展
開

安　

徳　

万
貴
子

・
言
語
の
否
定
性
の
な
か
か
ら
ポ
エ
ジ
ー
言
語
が
立
ち
上
が
る
と
き

̶
̶

ム
ー
ジ
ル
の
処
女
作
『
生
徒
テ
ル
レ
ス
の
惑
乱
』浅　

井　

健
二
郎

人
事
異
動

・
ク
ラ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
教
師
、
北
京
外
国
語
大
学
よ
り
着
任

（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
）

仏
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
十
八
年
度
前
学
期

仏
語
学

演
習　

フ
ラ
ン
ス
語
会
話 

カ
シ
ュ
レ
ー
ル
教
師

臨
講　

虚
構
論
の
基
礎

（
関
西
学
院
大
学
）
岩
松
正
洋
助
教
授

仏
文
学

演
習　

20
世
紀
の
小
説 

吉　

井　

教　

授

演
習　

20
世
紀
の
文
学
批
評 

吉　

井　

教　

授

研
究　

テ
ク
ス
ト
分
析
の
諸
問
題 

吉　

井　

教　

授

特
論　

N
R
F

研
究 

吉　

井　

教　

授

講
義　

自
然
主
義
文
学
研
究 

髙　

木　

助
教
授

演
習　

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
『
ヴ
ァ
ニ
ナ
・
ヴ
ァ
ニ
ニ
』
を
読
む

髙　

木　

助
教
授

研
究　

ロ
マ
ン
主
義
文
学
研
究 

髙　

木　

助
教
授

講
義　

フ
ラ
ン
ス
語
の
テ
ク
ス
ト
を
読
む 

 

カ
シ
ュ
レ
ー
ル
教
師

講
義　

フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
研
究 

カ
シ
ュ
レ
ー
ル
教
師

研
究　

文
学
研
究
の
方
法 

カ
シ
ュ
レ
ー
ル
教
師

特
論　

仏
語
論
文
ゼ
ミ
ナ
ー
ル 

カ
シ
ュ
レ
ー
ル
教
師

演
習　

ラ
カ
ン
『
セ
ミ
ネ
ー
ル
』
を
読
む

（
言
語
文
化
研
究
院
）
森　

茂
太
郎
教
授

平
成
十
八
年
度
後
学
期

仏
語
学

講
義　

フ
ラ
ン
ス
の
現
在 

カ
シ
ュ
レ
ー
ル
教
師

演
習　

フ
ラ
ン
ス
語
作
文 

カ
シ
ュ
レ
ー
ル
教
師

仏
文
学

演
習　

20
世
紀
の
小
説 

吉　

井　

教　

授

演
習　

20
世
紀
の
文
学
批
評 

吉　

井　

教　

授

研
究　

テ
ク
ス
ト
分
析
の
諸
問
題 

吉　

井　

教　

授

特
論　

N
R
F

研
究　

 

吉　

井　

教　

授

講
義　

19
世
紀
フ
ラ
ン
ス
詩
研
究 

髙　

木　

助
教
授

演
習　

ネ
ル
ヴ
ァ
ル
『
シ
ル
ヴ
ィ
ー
』
を
読
む 

髙　

木　

助
教
授
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研
究　

フ
ラ
ン
ス
の
批
評 

髙　

木　

助
教
授

講
義　

フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
研
究 

カ
シ
ュ
レ
ー
ル
教
師

研
究　

文
学
研
究
の
方
法 

カ
シ
ュ
レ
ー
ル
教
師

特
論　

仏
語
論
文
セ
ミ
ナ
ー
ル 

カ
シ
ュ
レ
ー
ル
教
師

演
習　

ラ
カ
ン
『
セ
ミ
ネ
ー
ル
』
を
読
む

（
言
語
文
化
研
究
院
）
森　

茂
太
郎
教
授

臨
講　

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略

（
京
都
大
学
）
稲
垣
直
樹　

教
授

臨
講　

ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
研
究 

（
神
戸
大
学
）
松
田
浩
則　

教
授

学
会
・
研
究
室
行
事

仏
文
学
関
係

○
「
ス
テ
ラ
」
第
24
号
（
平
成
十
七
年
十
二
月
発
行
）

H
istoire palim

pseste : le n
ou

v
eau

 fan
tastiqu

e

M
asah

iro IW
A
M
A
T
S
U

所
有
の
与
格
の
諸
相 

井　

口　

容　

子

『
ジ
ュ
リ
ア
ン
』
の
ア
イ
デ
ア 

髙　

木　

信　

宏

モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
幻
想
小
説
に
お
け
る
「
夢
」 

宮　

川　

佳　

代

甘
美
な
戦
慄―

―

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
『
猿
の
手
』
を
め
ぐ
っ
て

森　
　
　

茂
太
郎

『
田
舎
司
祭
の
日
記
』
に
お
け
る
聖
性
の
逆
説 

野　

村　

知
佐
子

道
化
物
語
と
し
て
の
『
夜
の
果
て
へ
の
旅
』 

木　

下　

樹　

親

『
異
邦
人
』
に
お
け
る
「
太
陽
」 

古　

野　

千　

恵

カ
ミ
ュ
『
ペ
ス
ト
』
に
お
け
る
語
り
の
問
題 

安　

藤　

智　

子

ジ
ッ
ド
『
放
蕩
息
子
の
帰
宅
』
校
訂
版
補
遺 

吉　

井　

亮　

雄

『
デ
バ
』
誌
特
集
号
「
フ
ラ
ン
ス
語
を
ど
う
教
え
る
か
」飯　

田　

伸　

二

A
・
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン
『
反
近
代
の
作
家
た
ち
』 

松　

尾　
　
　

剛

言
語
学
研
究
室

講
義
題
目

文
学
部

平
成
十
八
年
度
前
期

概
論　

言
語
学
概
論 

稲　

田　

俊　

明

講
義　

生
成
文
法
統
語
論
概
説 

稲　

田　

俊　

明

講
義　

心
理
言
語
学
入
門
―
言
葉
・
心
・
脳
― 

坂　

本　
　
　

勉

演
習　

音
韻
論
入
門
１
／
２ 

久　

保　

智　

之

演
習　

受
身
の
形
態
論
・
統
語
論
・
意
味
論 

上　

山　

あ
ゆ
み

実
習　

卒
業
論
文
指
導 

各　

教　

員

講
義　

副
詞
か
ら
み
た
日
本
語
文
法
（
１
）

（
福
岡
大
学
）
江　

口　
　
　

正
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平
成
十
八
年
度
後
期

演
習　

文
法
理
論
と
語
彙
意
味
論 

稲　

田　

俊　

明

講
義　

音
韻
論
入
門
２
／
２ 

久　

保　

智　

之

講
義　

日
本
語
研
究
の
基
礎 

上　

山　

あ
ゆ
み

実
習　

卒
業
論
文
指
導 

各　

教　

員

講
義　

副
詞
か
ら
み
た
日
本
語
文
法
（
２
）

（
福
岡
大
学
）
江　

口　
　
　

正

講
義　

言
語
獲
得
研
究
と
心
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
入
門

（
福
岡
大
学
）
伊　

藤　

益　

代

人
文
科
学
府

平
成
十
八
年
度
前
期

特
論　

文
法
理
論
特
論
Ｉ 

稲　

田　

俊　

明

研
究　

文
法
理
論
の
諸
問
題 
稲　

田　

俊　

明

特
論　

言
語
実
験
の
理
論
と
応
用 
坂　

本　
　
　

勉

研
究　

言
語
実
験
の
諸
問
題 

坂　

本　
　
　

勉

特
論　

満
洲
語
講
読
（
満
文
原

Ｉ
） 

久　

保　

智　

之

研
究　

R
edu

plication

研
究 

久　

保　

智　

之

特
論　

言
語
理
論
と
意
味
論 

上　

山　

あ
ゆ
み

研
究　

基
本
文
献
講
読  

上　

山　

あ
ゆ
み

言
語
学
研
究
法 

全　

教　

員

論
文
指
導 

各　

教　

員

特
論　

副
詞
か
ら
み
た
日
本
語
文
法
（
１
）

（
福
岡
大
学
）
江　

口　
　
　

正

特
論
（
集
中
）　

科
学
に
お
け
る
統
計
の
持
つ
意
義
と
問
題
点

（
京
都
大
学
）
出　

口　

康　

夫

特
論
（
集
中
）　

経
験
科
学
と
し
て
の
言
語
学
の
理
論
と
実
践 

 

（
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
）
傍　

士　
　
　

元

平
成
十
八
年
度
後
期

特
論　

文
法
理
論
特
論
Ⅱ 

稲　

田　

俊　

明

研
究　

文
法
理
論
の
諸
問
題 

稲　

田　

俊　

明

特
論　

満
洲
語
講
読
（
満
文
原

Ⅱ
） 

久　

保　

智　

之

研
究　

P
rosody

 an
d S

y
n
tax

研
究 

久　

保　

智　

之

特
論　

院
生
の
た
め
の
理
論
言
語
学
研
究
入
門 

上　

山　

あ
ゆ
み

研
究　

日
本
語
と
移
動  

上　

山　

あ
ゆ
み

言
語
学
研
究
法 

全　

教　

員

論
文
指
導 

各　

教　

員

特
論　

副
詞
か
ら
み
た
日
本
語
文
法
（
２
）

（
福
岡
大
学
）
江　

口　
　
　

正

研
究
室
刊
行
物

『
九
州
大
学
言
語
学
論
集
』
第
二
十
七
号
（
二
〇
〇
六
年
十
月
）

日
本
語
に
お
け
る
「
ガ
格
連
続
文
」
の
処
理
に
つ
い
て

坂
本　

勉
・
吉
長
美
佳

中
国
語
制
御
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
文
に
お
け
る
空
主
語
処
理
に
つ
い
て

翟　
　
　
　
　

勇

　

T
w
o T

y
pes of S

trateg
ies: T

h
e A

cqu
isition

 of E
n
g
lish
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彙　
　
　

報

W
h
-Q

u
estion

s by
 Japan

ese L
earn

ers

M
ai K

u
m
ag

am
i

中
国
語
に
お
け
るdou

 

「
都
」
に
よ
る
名
詞
句
の
全
称
量
化
に
つ
い
て

徐　
　
　

佩　

伶

学
会
・
研
究
室
行
事

九
州
大
学
言
語
学
研
究
会

第
六
十
二
回

（
二
〇
〇
六
年
五
月
二
十
九
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
会
議
室
）

"T
h
e F

loatin
g
 Q

u
an

tifi
er 's R

estrictor"

（
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
）M

an
a K

obu
ch

i-P
h
ilip

第
六
十
三
回

（
二
〇
〇
六
年
七
月
三
日　

於
九
州
大
学
文
学
部
会
議
室
）

　

"T
h
e /y

e/-/w
e/ A

sy
m

m
etry

 in
 R

ecen
t L

o
an

w
o
rd

s in
 

Japan
ese"

（
ア
リ
ゾ
ナ
大
学
／
甲
南
大
学
）T

im
oth

y
 V

an
ce

言
語
運
用
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
講
演
会

　

（
二
〇
〇
六
年
九
月
二
日　

於
福
岡
国
際
医
療
福
祉
学
院
（
天
神
キ
ャ

ン
パ
ス
）
講
堂
）

　

「
失
語
症
に
お
け
る
構
文
機
能
の
障
害
―
認
知
神
経
心
理
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ
」

（
国
際
医
療
福
祉
大
学
）
藤　

田　

郁　

代

人
事
異
動

四
月
一
日　

稲
田
俊
明
教
授
、
人
文
科
学
研
究
院
（
文
学
部
）
長
に
就
任

四
月
一
日　

西
岡
い
ず
み
助
手
、
任
期
満
了
に
よ
り
退
職
し
（
三
月
三
十
一

日
付
）、
人
文
科
学
研
究
院
専
門
研
究
員
に
着
任

五
月
一
日　

髙
井
岩
生
特
任
助
手
着
任

十
月
一
日　

坂
本
勉
教
授
、
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
制
度
に
よ
る
研
究
休
暇
に
入

る

十
月
一
日　

久
保
智
之
助
教
授
、
教
授
昇
進




